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論文内容の要旨
ヴイルヘルム・ミュラーの『冬の旅』は，シューベルト作曲により広く知られるツイクルスである。
ツイクルスとは，複数の詩・歌曲が，共通するテーマのもとに関連づけられた詩集ないし歌曲集を指し，
固定された叙述の視点を持つ。『冬の旅』においては 「冬のさすらい」という共通テーマを持つ24の詩
が，いくつかのモチーフを介して強く関連し合っていることからツイクルスとみなすことができる。各
モチーフは，主人公の心象として繰り返し姿を現し，多層的な意味を伴う語と韻律を介して，詩句へと
造形される。
このような手法により 失意と悲歎の表現がほぼ全編を貫く『冬の旅』は ミュラーが社会的に成功
し，幸福な結婚生活を送っていた時期に執筆されたことから，従来の論では，詩人の実人生との関連が
否定ないし軽視される傾向が強かった。その一方で，同時代の復古主義や機械文明への批判，世界苦や
疎外等，作品執筆当時のミュラーの思想、と関連づけた研究が目立つ。すなわち従前の『冬の旅』論にお
いては，作品が成立した頃との関連からのみ考察される傾向があった。
近年， ミュラーの生涯に関する研究においては， 1814年晩秋に，詩人が軍を離れてブリュッセルから
単独帰還した旅と，その体験による心の傷が，作品との関係において重視されている。だが1815年以前
の資料が非常に限られているためか，この旅に関する具体的な考察が十分なされず， ミュラーの告白的
内容が最も描かれている晩年の小説『デボラ』との関連も ほとんど論じられることがなかった。作品
の根底に存在する詩人の実体験に基づく苦悩の表現が軽視されてきたのである。
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本論文は，作品成立までの詩人の全人生と，その体験に基づく苦しみが『冬の旅』と深く関わってい
るという想定のもと 人生との関わりを重視しながら 詩句の多層性と，それぞれのモチーフを支える
共通の根底を追求しようとするものである。各モチーフの関連から，詩句とその意味を読み解き，詩の
分析においては，詩句において「何がいかに描かれているか」に目を向け，韻律を重視した論を展開す
る。最後に， r冬の旅』の作曲に没頭し，生涯の最後まで校正を行っていたシューベルトの解釈と表現
に注目し， リートにおける詩と音楽との関係についても考えてみたい。
第 1 章研究の目的と方法
『冬の旅』の詩句では，詩人の実体験や恋愛観，政治的文化的思想などを象徴するモチーフや隠聡，
文学的文献学的引用などが，韻律をはじめとする詩形式と複雑に絡み合っており，これらは本来切り離
すことのできないものである。本論文では，基本的に詩人の生涯を追いながら『冬の旅J を中心とした
詩の分析や解釈を行い 伝記的事実と作品との関わりを考察する。その際， ミユラーとその生きた時代
を直接知り，聞き取り調査を基に執筆された，友人で詩人のシュヴァープによるミュラー伝を再評価し
後代の研究と照らし合わせる。
詩人自身の冬の旅など，資料の少ない場合には，作品から詩人の体験を類推することもある。解放戦
争中の詩や小説，伝記的資料の比較対照から， ミュラーが作品の中で告白的内容を暗示したことは否定
し得ない。作品は 部分的にしか残されていない日記の欠落を埋めて，詩人の実体験やそれから得た恋
愛観，人生観を読み取ることのできる貴重な資料である。
ミュラーの日記，手紙 作品が残された1815年秋以降については，詩人自身による資料を中心として
論じていく。シューベルトについては，自筆譜ファクシミリを使用し，友人たちの証言や回想，当時の
新聞も重要資料として， r冬の旅J の受け止め方と作曲について考える。
第 2 章少年期 (1794年""1812年夏)
フランス革命勃発から 5 年，周辺国との戦争が本格化し，ライン左岸がフランスに占領された激動の
年 (1794年) ，ミュラーは，アンハルト・デッサウの小さな首都デッサウに生まれた。小国アンハルト・
デッサウは，長く強国プロイセンの圧力下にあったが ナポレオン戦争勃発後はフランスに従属した。
このことは当時少年期を過ごしたミユラーの内に，他国を支配しようとする者への反感と批判的精神，
ひいては自由主義思想を育むことともなる。
アンハルト・デッサウでは君主が啓蒙主義思想、による国家の近代化を目指し 汎愛的教育や慈善施策な
どにそれが表れていた。デッサウの街には中世以来の市門があり，ミュラーは緑豊かな樹々などとともに，
その様子を，いくつかの詩に描写した。とはいえミュラー自身が生まれ育ったのは，市門の外，ユダヤ人
が多く住む開発地であった。作品全体にみられるユダヤ人への関心，差別された者への共感は，シナゴー
グのすぐそばにおいて あらゆる階層のさまざまな人を目にしてきた環境の中で育まれたものである。
ミュラーの父は仕立職人親方で，彼が生まれた頃，手工業者は非常に厳しい状況にあり，デッサウで
も何人もの仕立職人が失業に追いこまれた。当時の遍歴の義務化は，職人の過剰により，親方の数を制
限するための措置であることが多く，親方の息子以外の職人が所帯を持つには，親方の娘か寡婦と結婚
するしかなかった。『美しき水車小屋の娘』や『冬の旅J をはじめとした遍歴職人の描写は， ミュラー
が彼らと同じ屋根の下で，その生活をつぶさに見て育った現実の世界を基にしたものだった。
この頃は，市民階級が教育や教養に価値を求め始めた時代でもあった。ミュラーの兄弟がみな幼児期
に早世している中で，両親は，唯一成長した息子を知識人に育てようとした。そこには，職人の過剰に
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よる家業の将来への懸念と同時に，市民階級の台頭という時代の動向への配慮があったものと思われ
る。ミュラーは両親から可能な限りの自由な時間を与えられ，その多くの時間を読書や作文に費やした。
こうした教育環境により 彼は知識人として必要な文学的素養と語学力を早期に習得し，自らの感情や
体験を詩によって表現する技術を学び取っていった。さらに彼は，幼少期から旅の機会を得，広い視野
を持ち，文化人との交流を好む社交性も身につけてゆく。多くの作品において「旅」が重要なテーマと
なっていることは，幼児期以来の体験につながるものである。
ミュラーの詩作品における詩句の多層性や二元性，封建社会やキリスト教への批判， r旅」のテーマ
等の根底にあるものは このように 貧しくとも恵まれた教育環境を与えられた少年時代に既に築かれ
ていたのである。ミュラーは14歳で母の死という悲運に見舞われるが 翌年 父が肉屋親方の寡婦と再
婚し継母の持参金により，大学への確実な道が開けることになる。
第 3 章解放戦争従軍時代 (1812年秋""1814年夏)
1812年， ミュラーは，ナポレオン支配下のプロイセンで創設されたベルリン大学哲学部に入学し文
献学を専攻する。折しもナポレオン軍がロシア侵攻を開始したばかりの頃である。常勝不敗のナポレオ
ン軍がロシア戦線で大敗との報が届くと ドイツ解放の気運が一気に高まり，一部の教授たちもそれを
煽り立てた。翌年プロイセンがフランスに宣戦布告し 徴兵を開始すると 学生たちは義勇兵としてわ
れ先に戦地に赴いたが ミュラーの行動はやや遅れる。従来この遅れは 出征に気の進まないミュラー
が，周囲の熱狂に引きずられて仕方なく志願したためとみなされてきた。しかしミュラーには跨踏する
別の事情があった。ナポレオン支配下のライン同盟加盟国であるアンハルト・デッサウは，ナポレオン
軍への兵力の提供を強いられていたのだ。彼は同郷の兵たちとの戦闘が起こりかねない状況を想像し，
しぱしの苦しい熟考の末に， ドイツの解放という大義のために戦うことを決めたのである。
事実，前線で戦い， 目前で敵味方の無惨な死を見るという悲劇は， ミユラーの心に大きな精神的外傷
を与えた。実際の戦いを前にした詩「緒戦の朝の歌J や戦地で書かれた「追憶と希望一一 1813年 5 月
にエルベ川を渡って退却後に」は 解放戦争の前線にいた兵士が書いた詩として重要である。「苦い楽
しみの中で 甘い悲しみの中で」という表現は，後の詩における反語的表現に深くかかわる。その後ミユ
ラーは，バウツェンの激戦を生き抜いたが，クルムの戦いで、は，ついに同郷人を含むナポレオン軍と対
することとなった。当時の作品は残されておらず，おそらく彼は，詩を書くこともできないほど，心に
傷を負ったと思われる。後にこの戦争体験は，ミュラーの作品に，モチーフとして繰り返し用いられた。
『冬の旅』の「嵐の朝J における「千切れ雲は戦いに疲れ」という詩句はその一例で，そこには解放戦
争の勝利の陰で，戦場に散っていった若者たちへの思いが込められている。
悲惨な体験は， ミュラーの宗教観にも大きな影響を与えた。『デボラ』における宗教裁判の描写から
も明らかなように， ミュラーは，神の存在を信じながらも，教会に対しては常に批判的な態度を取って
いる。『冬の旅J の「勇気」で「地上に神がいようとしないのなら/我らこそ神々なのだ」と表現された，
地上における神の不在 『デボラJ で描かれた恋愛と宗教の一体化，こうした思考の内に見られるのは，
因習的な精神生活から逃れようとする人間的自由への強い欲求である。こうしたアンピヴァレンツは，
ミュラーの作品の様々な場所に共通して現れる。例えば， r冬の旅』にも，共同体への強い帰属意識，
郷愁と，それに反して自由を求める強い意志との葛藤が描かれている。
ライプツイヒの戦いで、ライン同盟は崩壊， 1814年にはパリが陥落し，失脚したナポレオンはエルパ島
に追放された。この頃，ミユラーに，前線時代の戦闘体験よりも重く心にのしかかるできごとがおきる。
ナポレオン軍軍人の妻と思われるユダヤ人女性との恋愛事件である。詩句からは官能的な愛に惑溺した
門i門iAせ
ことが伺えるが，女性の背信によってこの関係は破局を迎え，このことが原因による処分を受けて，
ミュラーは軍を離れなければならなくなった。本論文では この恋愛事件が詩人の生涯においてきわめ
て重大な意味を持ったという推定のもと，後の日記や手紙，いくつかの作品に基づいて，事の次第を可
能な限り明らかにするよう試みた。
第 4 章 ブリユツセルからデツサウヘ (1814年秋'""'1814年冬)
実際，この事件が明るみになったと思われる 1814年夏からブリユツセルを発つ11月 18 日までの恥辱に
満ちた数ヶ月間について，従来のミュラー研究はほとんど無視してきたといってよい。本論文では，後
年の日記等ドキュメントの解読と並行して，主に『冬の旅J の詩句やモチーフを分析しさらに小説
『デボラ』と『冬の旅J との関連から ミュラーの苦悩に満ちた体験を再構成した。
『デボラ』では，この時代スペインでまだ実際に行われていた異端審問の拷問によって，主人公デボ
ラが殺される。悲報に気を失い，気づいた時には白髪となっていた侯爵は，ミュラーの心の投影でもあっ
た。この小説には， ミュラーの宗教観，恋愛観，教会批判，人類愛思想、などが描き込まれているだけで
なく，失恋体験と，それによる大きな精神的外傷も投影されているのである。この点で『デボラ』と『冬
の旅J は切り離せない関係にある。従来両者の繋がりがほとんど論じられてこなかったのは，詩人の人
生と作品との関連が軽視されてきたためである。
『冬の旅』の詩句そのものからは，まず「熱い涙」のモチーフが死を暗示し 凍てつく心を表す氷と
対照的に描かれていることに注目した。主人公を苦しめたのは，周囲の無理解と非難だけではなく，む
しろ抑えることのできない熱い情熱である。死の願望を強く持ちながらも 内面的な衝動と生への意志
を保持しながら旅を続ける主人公の姿が，作品の中から浮き彫りになる。たとえば『美しき水車小屋の
娘』の主人公は，小川の音に誘われて，死の淵に引きずりこまれてしまう。しかし『冬の旅』の若者は，
一度は官能的な誘惑に墜ち，死を望んで旅立つのだが， I リンデの樹」が誘う愛と死の安らぎには，頑
なな拒否を通す。その後彼は 「鬼火」による同様な誘惑に遭いながらも 死を拒んでさすらい続ける。
「鵜」や「宿J における「誠実な旅の杖」等の詩句に示されるように，主人公が真に求めたものは，死
に至るまでの誠実であり，実直な愛であった。それは民謡でよく使われるモチーフでもある。このよう
に絶対的な誠実と信頼を求めた主人公は ミュラー自身の姿でもあった。
ブリュッセルでの数ヶ月，デッサウへの冬の一人旅，そして帰郷後の疎外感や故郷喪失感は， r冬の
旅j を貫く根幹ともいえる体験である。この時期の孤独と絶望は，詩人として活動した後も決して癒え
ることがなく，繰り返しミュラーを襲う。『デボラ』や「ギリシア人の歌」における他国の侵略に対す
る批判にも，この体験の反映を伺うことができる。
第 5 章ベルリン時代 (1815年 '""'1817年夏)
ベルリンに帰還して以後，ミュラーは活発な創作活動を開始する。時は復古主義時代である。ミュラー
は，解放戦争で知り合った仲間たち 5 人との最初の詩集で すでに検閲問題に遭遇する。この時期から
は，作品のほか， 日記や手紙が残されていることから，従来の研究でも復古主義批判や，自由主義思想
等については論じられてきた。だが，ベルリン時代に心を寄せていたルイーゼ・ヘンゼルの人物像につ
いては，ほとんどその長所しか述べられていなかった。本章では， r美しき水車小屋の娘J と『冬の旅J
はじめ， ミュラーの恋愛詩を考察する上で欠かすことのできないルイーゼの言動，それによるミュラー
の傷心が，作品にどのように描かれたかについて，詩と日記とを照らし合わせることによって検討した。
これまでユダヤ人との関連でしか論じられることのなかった『ヨハネスとエステルJ や『デボラJ とル
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イーゼとの関連についても考察した。
この頃. r美しき水車小屋の娘』のいくつかの詩が成立している。詩集出版は数年後のことであるが，
この章ではその成立過程に触れ 作品の中に描かれたルイーゼの人物像のほか，恋愛詩におけるいくつ
かの象徴表現について論じた。信仰と恋愛の一体化，季節の象徴性，天体の擬人化，月のモチーフ等で
ある。クレメンス・ブレンターノの出現により ミュラーはルイーゼに心を打ち明けることなく身を引
くが，ルイーゼへの愛と失恋は， ミュラーの好情詩を育み 彼の作品に常に存在し続ける。
第 6 章成熟期 (1817年 8 月，....， 1825年)
辛い日々を送っていたと思われるミユラーに，ベルリン王立アカデミーから，ザック男爵の東方旅行
に同伴するようにとの依頼が舞い込む。ミュラーはまずウィーンに向かい，そこで新ギリシア語の文章
語の指導を受ける。ウィーンで彼は オスマン帝国からの祖国解放に情熱を傾ける亡命ギリシア人たち
と出会う。それは， ミュラーが解放戦争時代に抱いた自由への熱い思いを想起させるものであった。こ
の体験が，やがて詩人に「ギリシア人の歌」と総称される一連の詩を執筆させることになる。
その後イタリアへ向かったミュラーは，多くの文学者や芸術家と交流を持ちながら充実した生活を
送ったが，彼の関心は，むしろ民衆の文化や生活そのものに向かうようになっていた。ミュラーはイタ
リアの民謡調の詩に興味を抱き 収集も行っている。ただ自らの作品では それらをそのまま使うので
はなく，独自の斬新な表現へと昇華させている。
帰国したミュラーは 父の経済的援助が受けられなくなったこともあって，学生生活を途中で切り上
げた。彼は故郷デッサウで教職に就き，大公図書館の館員という公職を兼務した。父の死後， ミュラー
は，デッサウの行政長官の娘で，著名な教育家パセドウの孫でもあるアーデルハイトと結婚し安定し
た家庭生活を手に入れる。彼は『美しき水車小屋の娘』や『冬の旅』において，俗物批判を露わにする。
この時代の復古主義的風潮に順応するブルジョワたちに失望していたからである。しかしそれはまた，
貴族の末商と結婚し 生活のために著作の売れ行きを気にするようになる自分自身を榔検するものでも
あった。これまで見逃されてきたことだが. r冬の旅』の「村で」で描かれたのは，裕福さを求めてい
たルイーゼを含む俗物のみならず，自己に対する批判でもあったのである。
『冬の旅J を詩作した頃のミュラーは こうして安定した収入を得 詩人としても名声を博し，デツ
サウの中では高い社会的地位にあった。だがその一見成功した生活の中でも，彼の胸中には，解放戦争
やその後の人生で体験した絶望と諦念が，通奏低音のように存在し続けていたと思われる。
第 7 章晩年 (1826年，....， 1827年 9 月)
1826年はじめに百日咳を患ったミュラーは，郊外にある，大公の夏の別荘に移り住む。さらに大公は，
新しい図書館員宿舎として ミュラーに豪華な建物を用意した。ミュラーはこの家で毎週朗読会を聞き，
ミュラ一家は，デッサウにおけるひとつの文化的社交場となった。豊かな生活を支えるには給料だけで
は足りず，彼は寝食を惜しんで熱心に執筆活動に励む。だがそのための過労が，彼の身体を蝕んでいっ
た。公務，雑誌上での批評，百科事典共同編集. D7世紀ドイツ詩人文庫』出版，小説執筆，詩作等の
仕事を同時に行うミュラーに 1826年末にはデッサウ劇場監督の仕事が舞い込んできた。 1827年はじめ，
彼は極度の衰弱と疲労に襲われ 7 月にティークに宛てた手紙には 心気症のようなものに苦しんでい
ると綴っている。
1827年 7 月末， ミュラーは大公から無期限の休暇を与られ，妻との旅に出る。シュヴァーベン詩人た
ちに温かく迎えられた彼は シュヴァープ家に10日滞在し シュヴァープと兄弟の杯を交わした。彼は
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ウーラントを連日のように訪問し，ユスティヌス・ケルナーとも交流した。彼らの誰もがミュラーの相
貌に死期を感じ取った。ウーラントの「来たるべき春」とケルナーによるソネット「ヴイルヘルム・
ミュラーの訪問に」は ミュラーの死を予感して，彼のために綴られた詩である。本章では，ウーラン
トの『遍歴歌集J から『冬の旅J への表現上の借用と， ミュラーの影響を受けたハイネによるミュラー
評価等も取り上げた。
ハルトゥングは， 1819年のカールスパートの決議後に最初の詩集を出版した 4 人の詩人， ミュラー，
続いてプラーテン リュッケルト およびハイネについて，彼らはシュレーゲル的なロマン派を目指し
たのではなく，フケーに代表されるベルリン・ロマン派，アルニムとブレンターノの『少年の魔法の角
笛l ウーラントやケルナーらシュヴァーベン詩人らを意識して創作したと論じている。彼はこれらの
詩人の作品に，韻律的にも内容的にも民謡的で歌いやすいという共通点を見出した。ドイツ文学史上で
は， ミュラーの強い影響を受けたハイネの成功によって，かえってミュラーがその陰に隠れてしまった
が，新しい民謡を作りだそうとするミュラーの精神は，ハイネに受け継がれることとなったのである。
第 8 章 ミュラーとシューベルト
詩に，民謡風の親しみやすさと卓越した芸術性を同時に付与することを目指したミュラーの意図は，
彼と同時代を生き，似かよった感受性を持つウィーンの大作曲家シューベルトによって正しく受けとめ
られることになった。後にトーマス・マンが『魔の山』の中で， ミュラーの詩をシューベルトの音楽と
ともに賞賛していることは，示唆的である。シューベルトの曲を得て以後， r冬の旅』における詩と音
楽は切り離すことのできないものとなったのである。もちろんミュラー自身はそれを知ることがなかっ
たのだが。
自由主義思想の持ち主だ、ったシューベルトは， r冬の旅』に出会う以前，ウィーン会議後の暗畿な時
代を嫌い，死後の世界での至福を希求する逃避主義的な思想を抱いていた。それは，彼の友人たちに共
通する思いでもあった。それゆえ当初， r冬の旅』に見られる現世の不幸を強調する姿勢は，彼らから
理解されなかった。しかしシューベルトは， r冬の旅』に描かれた故郷喪失や人生の辛苦の背後に，む
しろ深く誠実な愛を感じ取り 現生の苦難を引き受けようとする詩人の姿に打たれたのである。
続いて本章では，シューベルトによってつけられた音楽が，ミュラーの詩といかに一体化しているか，
詩がどのようにリートとして高められたかについて， Iおやすみ」を例に分析した。まず詩の韻律的分
析によって，詩と韻律との関係を考察しその上で，韻律と詩句と旋律上のモチーフによる，手の込ん
だ，詩句の修辞学的なポリフォニーが成立し，ことばが芸術的に高められる様子を明らかにした。
少女の不実と別れから始まる『冬の旅』には，この時代の多くの作品に見られるような，女性による
救いもなければ，神による救済も，死による幸福の希求もない。ツイクルス最初の詩で， I愛しい子よ
おやすみ」という詩句が， ミュラーの韻律においても，またシューベルトの付曲においても強調されて
いる点に注意しなければならない。ツイクルスの最後もまた 辻音楽師の音楽が鳴りやまぬまま，この
呼びかけのことばとハーデイ・ガーデイの音で終わる。つまり そこにあるのは 誠実を求めた主人公
の諦念と絶望であり，神のいない地上で，絶望をかかえたまま生き続ける姿である。
結語
キリスト教社会に批判的な啓蒙思想、の強い影響を受けていただけでなく，文献学の研究者として，キ
リスト教以前の文化やキリスト教の暗部にも通じていたミュラーは きわめて広い文化的視野を持ち，
異教徒にも寛容であった。偏狭なエリート意識にとらわれない 真に近代的な知性の持ち主であったと
-480-
言える。その創作も，中世以来の遍歴職人の暮らしや民謡など，旧時代の題材や様式を用いながら，疎
外や啓蒙思想、，キリスト教批判など新時代のモチーフをも取り入れ伝統文化を重んじつつ新しい世界
を拓いていこうとするものであった。
ミュラーにおいては 旅 さすらいが数多くの作品にテーマやモチーフとして現れる。むろん「さす
らい」は中世以来 ドイツ人の社会生活におけるひとつの要素であり ドイツ文学史においても重要な
テーマであった。ミュラーのさすらいも，一方では中世以来の徒弟制度の延長線上にあるものだが，他
方では現代的な「故郷喪失J あるいは人間の弱さといったモチーフにつながるものである。そのこと
は，解放戦争時代の彼の経験と関わっている。
従来の研究では，この解放戦争における経験と作品との関連がほとんど論じられてこなかった。だが
前線で、戦ったミュラーのトラウマと，それが作品に及ぼした影響を考察することは，彼の作品全体に見
られる傷心，疎外孤独感の理解にとって不可欠である。のみならず この時代の好情詩の背後にある
ものを明らかにするという意味で，文学史研究という点からも重要である。同じく解放戦争に従軍し
後方に配属されたアイヒエンドルフは 封建社会の支配階級である貴族の出であった。それに対しミユ
ラーは，長く続いた封建社会時代に終止符を打ち， ドイツ統一のきっかけとなったナポレオン戦争に，
職人階級出身の学生義勇兵として参戦し戦後のウィーン体制下では自由主義的文学者として活動し
た。彼は，ょうやく近代社会へのとば口に立ちえたドイツ人の情熱と憂いを，深く内省的な詩行に結晶
化させていった詩人なのである。
こうした体験に基づく思いを背景に. r冬の旅』では，民衆の姿や戦争の記憶が，あたかも映画のフ
ラッシュバックのように突然描き出されることがある。たとえば「村でj においては，突然，冬の夜，
鎖に繋がれた犬たちが登場する。この「鎖のモチーフ」は ミュラーの少年時代 デッサウで発行され
たシルの撤文「ドイツの人々へ」における「束縛の鎖」を想起させるものである。ミュラーはこのモチー
フを. Iギリシア人の歌」でも何度か使っている。
ミュラーは，詩語の多義性や象徴性の中に自分の体験や思いを織り込み さらに韻律の技法を駆使し
て，語義だけでは尽くせない詩全体のニュアンスを造形した。また詩の形においては，斬新で、，なおか
つ民謡らしい簡素さと清楚さを保つことを念頭においていた。ハイネはまさにこの点を高く評価したの
である。その評価が偽りのないものであることは，韻律や詩句やイロニー的表現における両者の類似性，
ミュラ一死後の変わりない賞賛から理解できるであろう。そしてシューベルトもまた ミュラーを同様
に評価していた。
『冬の旅J との出会いは，シューベルト自身にとって，大きな精神的転機となった。彼の死から約 3 ヶ
月後，友人で詩人のマイアホーファーは. r冬の旅』の作曲について「絶望に根をおろした詩人のイロ
ニーがシューベルトの関心を惹いたのであった。彼は詩人のイロニーを切々たる音楽で表現したのだ。
私は働突するほどに感動した」と書いている。確かにシューベルトは. r冬の旅』の根底にある絶望と
諦念に惹かれたのである。辛苦を体験した詩人の絶望を感じ取ったからこそ，彼は，その作曲によって，
『冬の旅』と詩人ミュラーに永遠の命を与えることができたのである。
『冬の旅』は，詩人が『角笛吹き IH にまさに記したように， ミュラーの「人生と愛の歌」であるが，
それは個人的体験の告白を超えた，博愛的なものである。そして現実は 博愛を実現するにはあまりに
過酷であるがゆえに，誠実であろうとするほど，人は苦悩に直面する。ミュラーの詩は，そうした普遍
的な生の苦悩の表現であり，苦悩を甘受しようとする諦念と絶望の表現である。そのことがシューベル
トの心を深くとらえたのと同様に，彼が付曲した『冬の旅J を聞く後世の人々の心をも， とらえ続ける
のである。
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論文審査結果の要旨
本論文は. 19世紀初期のドイツの詩人ヴイルヘルム・ミュラー (1794-1827) に関する総合的研究であ
る。シューベルトの付曲による『冬の旅』が有名であるにもかかわらず ドイツ文学分野ではほとんど
研究対象とされることのない詩人で，伝記的研究も不完全であった。本論文の提出者(以下，論者)は，
この欠を埋めるべく，数多くの資料を調査し 誕生から死に至るまでの詩人の生涯をほぼ完全に描き出
している。そこには幾つかの重要な発見も含まれる。また， ミュラーの詩や小説は実体験を強く反映さ
せているという予測のもと. r冬の旅』を含むすべての作品を見渡しながら その内容と伝記的事実と
の関連を探っている。伝記的解釈が万能であるわけではないが ミュラーの場合にはこの方法が妥当な
ものであることが，本論文によって十分証明されている。
第 1 章で研究の目的と方法を示した後，第 2 章から第 7 章までは，ほぼ時間の流れに沿って， ミュ
ラーの生涯の出来事と詩の内容との関連が相互的に検討される。 1815年以降は詩人自身の日記や手紙，
自伝的小説などが残されており，論者もこれらをベースに論を進めているが それ以前の時期について
は，既存の伝記的資料を中心としながら 同時代の歴史的状況を調査し さらに詩の内容から事実を逆
推論するという試みも行っている。これは詩と実体験が深く関連し合っているという論者の想定に基づ
く方法であり，怒意的な解釈に陥る危険性も苧んでいるが，本論文の場合には，傍証を用いつつ慎重な
分析が進められており，十分な説得力を保っている。例えば，詩に描かれた遍歴職人の生活は，仕立職
人である父親のもとで、育った幼少期の経験を反映していると推測される。当時の職人の生活に関する調
査と突き合わせることで 論者は 資料の少ない幼少期の生活実態を具体的に描き出すことに成功して
いる。
本論文における重要な発見のひとつは 関係者による秘匿もあって漠然としか語られてこなかった
1814年の恋愛事件に関するものである。ナポレオン戦争末期，ブリユツセルに配属されたミュラーは，
敵方軍人の妻と思われる女性と深い恋愛関係に陥るが相手の背信によって破局し 処分を受けてブ
リユツセルを追われる。論者はこの事件が，その後のミュラーの人生観や恋愛観を決定づけ，さすらい，
孤独，死の誘惑といった『冬の旅J を支配する主題の起源もここにあると見る。論者は，資料調査と詩
句分析を通じて，事件の実像に迫っている。最晩年の小説『デボラ』との関連も視野に入れているが，
従来ほとんど論じられていないこの散文作品に着目したことは本研究の斬新な点である。
詩の読解においては ドイツ語詩法に関する該博な知識をもとに詩の韻律的特徴をきめ細かく分析し
ている。この作業を通じて論者は，民謡的な親しみ深さと芸術性を同時に詩に付与するというミュラー
の企図がどのように実現されていったかを，具体的に解明した。特に最後の第 8 章「ミュラーとシュー
ベルト」では，リートとしての『冬の旅』を扱い，楽譜の分析も交えながら 詩句の意味と韻律に音楽
がどのように重なり合い調和しているかを丹念に読み解いている。音楽と詩法に関する論者の知識と関
心があってはじめて成立しえた一章である。この章は晩年のシューベルトの研究としても興味深い内容
を含んでいる。
このように，相互参照的な仕方で伝記的調査と詩の読解を行い. r冬の旅』に結実するミュラーの詩
業の全体像を描き出すという本論文の目的は ほぼ達成されていると評価できる。先行研究が少ない中
にあって，本論文が今後のヴイルヘルム・ミュラー研究のー里程標となることは間違いない。
よって，本論文の提出者は，博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
-482-
